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　 Color　feature　analysis 　by　uslng 　RGB 　color 　space 　was 　applied 　to　the　characterization 　of　color 　textures

of　15 短nds 　of　fabrics　inclu曲 g　color 　and 　form　info  a 極on ．　The 　average （AVE ），　variance （VARI ，　angular
second 皿 oment （ASM ），　contrast （CON ），　correlation ｛COR ），　entropy （ENT ）and 　fractaヱdimension（D）sta −

tistically　extracted 　from　brightness　dlstributions　of　RGB 　color 　images　for　fabrics．　which 　were 　captured

from　a　color　scanner ，　were 　 measured 　 as 　visual　feature　parameters．　The 　vivid −ohscure ，　gaudy −plain，
striking −subdued ，　dynamic−passive ，　distinct−vague 、　transparent−turbid，　soft −hard，　 strong −weak ，　warm ・

cool，　light−heavy　and 　bright・dark　feelings　of　color 　textures 　were 　evaluated 　using 　a 　sensory 　evaluatio 【l

method 　by　which 　either 　word 　was 　selected ，　and 　the　relationship　between　their　sensory 　evaluatiQn 　val−

ues 　and 　the　visual 　feature　parameters 　was 　examined 　by　factor　analysis，　wh1ch 　showed 　that　dynamic
feeling三s　related 　to　VAR 　and 　COR ，　and 　light，　strong ，　soft 　and 　bright　feelings　to　AVE ．
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　1．緒　　言

　色彩は心理 的に作用 して ，わ れわれ の心に何らか の

感情や感覚，あるい はイ メ
ージ を引 き起 こす．色彩 と

感情や感覚，あるい はイ メ ージとの結びつ けは，色彩

心理 の 重要な テ ーマ で あ る だけで な く，消費者の好 き

嫌 い を決定 させ る重要な役割を持 っ て い る ．こ れ まで

色彩が均一で ある色刺激に対 して ，色彩感情の分類と

色 彩科学 に基づ い た色彩感情モ デ ル の 髑発研究が 数多

く行われ ， 色彩 と印象や感情 と の 関係が明確にされ て

きて い る
1］”4 ）．

　色彩が均一
で な く，ある色彩分布を持つ ような複数

の色か らな る場合に対する色彩知覚の特性の
一

つ に，

不均一な色彩パ ターン に もかかわらず，こ の色彩パ ター

ン か ら纏 ま っ た ひ とつ の 感晴や印象を受け る こ とが あ

る．人が色柄や色彩 テ クス チ ャ の 視覚的イ メー
ジを評

価す る場合，色彩 と形態を総合的 に判 断す るが，色彩

テ ク ス チ ャ の もつ 視覚情報が どの ような感性パ ラ メ
ー

タ と連動 し て い る かは明確に され て い ない ．色彩テ ク

ス チ ャ をカ ラ
ー画像 として表現すれ ば

， そ の画像は ，

R，G ，
　 B の 3種の 濃淡デ

ー
タか らなる細 かな色彩パ

タ
ー

ン が不均
一

に分 布して い る状態 で あ り，入は色彩

テ ク ス チ ャ 画像の 違い に よ っ て視覚的特徴 を区別する

こ とが で きる ．

　本研究で は，多 くの造形要素が複合さ れ て い る色彩

パ ターン の感性情報に つ い て 基礎的な知見 を得る た め

に ，色彩テ クス チ ャ 画像を用い て ，画像解析 に よ り色

彩形態や摸様 の 視知覚に関係する特徴量を測定 し，色

彩テ クス チ ャ の
一
様性，複雑性，局所的変化な どの 視

覚的特徴で ある画像情報量 とカ ラ
ー

イ メ
ー

ジの官能評

価か ら求め た官能量との 関係を明確にする こ とを目的

とする，

（379） 17

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本家政学会誌　Vol，59　 No，6 （2008）

　2，方　　法

　（1） 試　　料

　色彩 テ ク ス チ ャ は ，有彩色，無彩色に 関わ らず，無

地 の もの も色柄模様もす べ て含む，そ こ には，色柄模

様だけで な く，糸の撚 りや 毛羽，凹凸，組織など微視

的なテクス チ ャか ら巨視的な テ ク ス チ ャ まで存在し，

テ クス チ ャ と して連続的に 階層構造を形成 して い る ．

色彩テ ク ス チ ャ に は多くの 造形 的要素 が複合 され て い

る の で ，こ れ らの テ ク ス チ ャ に関する情報はあ る程度

抽象的なもの で あ り，その 識別 も
一
種 の 抽象化された

テ クス チ ャ 特徴にもとつ い て行われ る こ とが多い ．あ

ま り複雑に な らなければそれぞれ の視覚的テ ク ス チ ヤ

を 明確 に特徴づ ける こ とが で きる と考え られ る の で，

単純なもの か ら複雑 な もの まで ，有彩色 と無彩色の も

の を含 み ，で きる 限 り試料数を少な くして 馴染み深 い

試料を選定した．また，色彩の知覚に は さまざまな感

情的反応が伴 うが ，赤 （R），青 （B ），緑 〈G＞が そ

れぞれ暖色系、寒色系，中性色 の 代表色 で あ る こ と に

注 目 して ，こ れ ら三原色を中心 に白黒 の 無彩色を加え

て，色彩を選定した．本研究では，綿 ユ00％ の 模様 の

異な る色柄布 15種類 （チ ェ ッ ク柄 3 種類，動物柄 2

種類，花柄 3 種類，絣柄 1種類，抽象柄 1種類，赤，

青，緑，白，黒 の 無地各 1種類）を試料 として 用 い た．

用い た試料の 色彩テ ク ス チ ャ 画像 を Fig．1 に示 した．

　（2） 画像の 取 り込み

　試料は カ ラ
ー

ス キ ャ ナ （EPSON 　GT7600U）を用 い

て ， 解像度 72dpi の 条件で 512× 512　pixeisの 大 きさ

の色彩テ ク ス チ ャ 画像として取 り込まれた ，カ ラ
ー
画

像は光の 三 原色で ある RGB の信号か ら構成さ れ る の

で ，色彩情報は各画素位置ご と に RGB に分けて ．　 R

画像，G 画像およ び B 画像 の 各色濃度を二 次元 配列

と して 0〜255 の 256階調 の グ レ イ レベ ル で 保存した ．

　（3＞ 視覚的特徴量

　1） 第
一

次統計量

　視覚的特徴量の 最 も簡単な表現方法 と して画像領域

の濃度 ヒ ス トグラ ム を用 い る方法がある ，全体が 1．0

に な る ように 正 規化され た濃度ヒス トグ ラ ム P （i）， （i；

0，1，…，n
− 1＞を作成する．そ の 濃度ヒ ス トグラム

の 形状 よ り，平均 （AVE ）お よび 分散 （VAR ＞を計

算 し，それらの 値に よっ て テ クス チ ャ を特徴づ ける．

　こ こ で
， 平均 AVE を μ ， 分散 VAR を σ

2
とする と ，

AVE お よび VAR は，（1）式 と （2）式 で 表す こ と が

で きる
5 〕．

　　　　　　　　　 μ
＝Σip（i）　　　　　　　　（1）

　 　 　 　 　 　 錘 o．2 　 　 　 　No ．3

灘羅覊
　 　 　 　 　 　 爬Q．7

翻 闘騨・

　 網 o，t

　 No．6

圏
　 No ．　M

　　　　　　　 蹠 騰 ・
靉

　 　 　 　 　 　 No ．4

難鬮灘
匿

　 　 No ，歪3　　　　No ．｛4　　　　凹o，霊5

旙 顴
　 　 　 　 　 曝

　 　 　 No ．5

　 No ．12

Fig．1．　 Samples　Qf　color 　textures

　　　　　　　 σ
2＝Σ （i−・Pt）

2P
（i）　　　　　　　　　　（2）

　 2＞　第二 次統言十量

　視覚的テ ク ス チ ャ を識別で きる特徴量 として ，画像

の 局所的性質や フ ラ ク タ ル 性 を 調べ る手法 が 利用 され

て い る ．視覚的テクス チ ャ を均一性，コ ン トラス ト，

線状性．情報量，複雑性 などの 人 の 視知覚によ っ て 判

断で きる特性と対応する客観的パ ラ メ
ー

タと して ，第

二 次統計量が有効で あ る こ とが，心理学的 に も理論的

に も報告 され て い る
5卜 9 ．

　画像の 濃度 ’の 点か ら
一

定の変位 δ ＝ （t’，θ）だ け

離れ た点の濃度が」で ある確率P δ（ゆ ，（むノ・＝0，1，…，

n
− 1）を要素とする 同時生起行列を求め る．こ こで は，

そ の行列か ら次 の 4 種類の特徴量 を計算 し，それ らの

値に よ っ て テ ク ス チ ャ を視覚的に特徴づ ける
蜘 8）．

なお ，同時生起行列の 要素は頻度を表 して お り，実際

に特徴量を計算する際に は，要素の 総和が 1．  に な る

ように 正規化 して お く必要が ある ．以下 の 式で は グ レ

イ レベ ル ど
， ノは O〜255 で あ る．

1．角二次モ
ー

メ ン ト （ASM ）

　　　　　　 ASM ＝Σ Σ ｛P δ （i，j＞｝
2

2，柑関　（COR ）

　　　　　　 COR ＝ ： 1Σ Σ ’
・
丿P δ （ど4）

　　　　　　　　　
一

μ・μy／σ ・σ y

　　　　　，a 。
；Σi・P 。 （i＞，μy

一Σノ
・Pyい，

　　　　　　 σ ノ＝Σ（1一μx）
2P

。 （i），

　　　　　　 の
』 Σ肚 μy＞

2Py

ω，

　　　　　　　 Px（の＝ΣP δ （’，ノ），

　　　　　　　　 P
｝
・（ノ）； ΣPs （i，j）

3．コ ン トラ ス ト （CON ）

　　　　　　　COI　＝＝　2　k2・px−y（k）

（3）

（4）

（5）
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　　　　　　Px−y（k＞ ＝ Σ ΣP δ （ちノ）

　　 　　 　　　 え篇 0，1，…，n
− 1

4．エ ン トロ ピー
（ENT ）

　　　　ENT ＝＝ 一
ΣΣP δ （i，」）

・log　IPs（i，ノ）｝　　（6）

　3）　フ ラクタル次元

　画像 の グ レ イ レ ベ ル 曲面 を1 辺 の 長さ が r 画素の 立

方体で被覆する とき に必要な立方体の 個数を N （r）と

すると，グ レイレ ベ ル 曲面に フ ラ ク タル性があれ ば N

（r）と r の 聞に （7）式の 関係が成立す る．

　　　　　 log　N （r＞＝＝ − D ・log　r 十log　k　　　 （7）

こ こ で D は フ ラ ク タ ル 次元 ，
k は 定数で あ る ．　 log　r

と leg　N （r）との 直線関係が成立す ると ， 回帰直線 を最

小 二 乗法に よ り計算 し，そ の 傾 き D を求め る こ とが

で きる
F
“｝7 ）8 〕．

　（4） 官能評価

　刺激画像と し て ，15種類 の 色彩テ ク ス チ ャ の 異 な

る色柄布 （Fig．1）の カ ラー画像 を罵い た．　 No．1〜製o、

15 の 試料 に対 して
，

どちらか を選んで もらう 2 点法

に よ っ て 色彩 イ メ ージ評価 を行 っ た
の ．被験者 は

20〜22歳の 女子学生 46人で ある．色の 出現II厦に よる

影響を少な くする た め
， 試料 の 提示順 をラ ン ダ マ イ ズ

して決定 し，被験者は全員その 順番に従 っ て判定を行っ

た，官能評価 は ア ン ケ
ー

ト用 紙に，No．1〜No．15 の

試料に つ い て （1＞「鮮や か 一
くすん だ」，（2）「派手

一

地味」，（3）「目立 つ 一目立たな い 」， （4）「動 的
一

静 的1，
（5）「は っ き りした一ぼん や りした」，（6）「澄 ん だ一

濁 っ た」， （7）「柔 らか い 一硬 い j，（5）「強い
一

弱 い 」，

（9）「暖か い
一寒い 」， （10＞「軽い

一重い 」，（1／）「明

る い 一暗い 」の 計 11の 評価 項 目 に 「＋」か 「一」を

記入する方法で 行 っ た，得られた結果は例 えば，鮮 や

か感 の 場合，
“
鮮や か

”
を選んだ場合は ＋ 1点，

”
くす

ん だ
”

を 選 ん だ 場 合 は 一ユ点 と して 得 点 化 し，

（1）〜（11）の 各評樋項目 に つ い て ，No．1〜No．15 の

試料別 に得点を集計 し，得 られた得点を全体で割 っ て

平均 を算出 した．平均値 は
，

＋ 1 か ら一1 まで の 数値

をと り，例 えば，平均値 が ＋ 1をと る ときは，すべ て

の 被験者が
“
鮮や か

”
と判断 した 場合で あ り，平均値

が
一1 をとる ときは，すべ て の 被験者が

”
くす ん だ

”

と判断 した場合で ある．

　評価者は，デ ィ ス プ レ イ に映し 出 さ れ た各色柄布の

カ ラ ー画像を見て ， 個 々 の 視覚的認識に基づ い て評価

した．刺激 カ ラ
ー

画像 は解像度 1，024× 768　plxelsに

設定さ れ た 17型の本体色 ア イ ボ リ
ーホ ワ イ トの カ ラー

CRT モ ニ ターの ほ ぼ 中央に 黒色 を背景 と して 9 × 9

cm2 の サイズ で ，90　Hz の リフ レ ッ シ ュ レートに お い

て ちらつ きもな く表示され た ．CRT デ ィ ス プ レ イ は

ア イ ボ リ
ーホ ワ イ トの壁を背に配置され，被験者か ら

デ ィ ス プ レ イ まで の 観察距離は 300cm で あ っ た．こ

の距離からは柄 の 大 きさによ っ て は 明確に個 々 の色も

見分けられ るが，同時 に全体の色がひとつ の色の印象

として まとまっ て感 じられた．評価は通常の 実験室内

で ，S，oeOK の 白色蛍光灯 に よ る 照 明の 下 で 照度約

3001xの 条件で行 っ た．画像の 呈示時間は特 に制限せ

ず，量 示順序は被験者ごとに ラ ン ダム に決めた．

3．結果と考察

　（1） RGB 表色系 に お ける色彩テ ク ス チ ャ の視覚的

　　 特徴

　1）　第
一一
次統計量

　RGB 表色系に おけ る R 成分，　 G 成分，　 B 成分 に つ

い て 画像の 明 る さの 平均 （AVE ）お よび明る さの 分

散 （VAR ）をTable　1に まとめ た．

　色彩テ ク ス チ ャ 画像 の 明る さの 平均を表す AVE に

つ い て は
，
No．6，　 N （x　7 お よび No．14の R，　 G ，

　 B 成

分 の 値が大 きく，No ．15 の R ，　 G ，　 B の 値が小 さ い こ

とがわかる．こ の こ と か ら，No．6，　 No．7 お よ び No．

14 は画像全体 が明る い と考えられ ，No．15 は画像全

体が暗い と考えられ る．

　色彩テ ク ス チ ャ 画像 の 明 る さ の 分散を表す VAR は ，

No．4 と No．　5 の R，　 G，　 B 成分 の 値が大 きく，No，　l　l，

No．12，　 No．13，　 No．14 お よび No．15の R ，　 G，　 B 成

分 の値が小 さい こ とがわか る．こ の こ と か ら，No．4

と No．　5 は画像全体の 明 る さの ばらつ き，ある い は ム

ラ が大 きい と考えられ ，
No ．　ll

，
　 No．12，　 No．13，　 No．

14お よび Ne．15 は，画像全体 の ば らつ きや ム ラ が少

なく，均
一

で あると考えられ る，

　 2）　第二 次統計量

　 同時生起行列から求め られ る テ ク ス チ ャ 特徴量 は
，

それぞ れ 画素対の 相対的位置関係 （r，θ）の 関数 で あ

る，こ こ では r＝1 に対 して θ ＝ OQ，45
°
，90

°
お よ び

135
°
の 方向の特徴量を求め，4 方向の平均値 を r

＝1

に対する特徴量 の値 として R，G ，
　 B 別に フ ラ ク タ ル

次元 と共に ，Table　2 に示した．

　 ASM に つ い て は，　 No．11〜No，15 の R，　 G，13成分

で は い ずれ に お い て も値が 大き く，No．1．　 No．2，　 No．

7 お よび No．10で は これらの値が小さい ．　 ASM は，

同時生起行列の 値が どの 位密集 して分布して い るか を

測定する の に用 い られ ，
こ れ に よ リテ ク ス チ ャ の一様
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Table 1,Average  (AVE) and  variance

(VAR} of  lightness intenslty ln

the R. G and  B  images

Table 2.Textural  feature parameters (ASM,
COR  and  ENT)  and  fractai dimension
tlte R, G and  B images

CON,(D)
 in

Sample AVE VAR Sainple ASMCONCOR  ENTD

No. I

No,2

No. 3

Ne.4

No. 5

No. 6

Ne.7

No.8

No. 9

Ne. IO

No. 11

No, 12

No. 13

No. I4

No, 15

RGBRGBRGBRGBRGBRGBRGBRGBRGBRGBRGBRGBRGBRGBRGB165l58164218I28128149l56161139133J28l541471402I6216219219228231192187185

 78
 87107179167

 32160

 47

 4,5

 48
 80153

 57108104248249250

 43

 42

 44

4947411349503322119492S692898446t1542302932413332757161533237333222222323333Ne. I

No, 2

No. 3

NQ.4

No, 5

No,6

No. 7'

No.8

No, 9

No. 10

No, 11

No, 12

No. ]3

No. 14

No. 15

RGBRGBRGBRGBRGBRGBRc;BRGBRGBRGBRGBRGBRGBRGBRGBO.OO05O.OO02O.OO02O,OO07O,OOOI,O.OOOIO,OO28O,OO12O,O073O.O068O.O093e.oo71O.O046O,O056o.og4gO,O049o.egsoO.O048O.OO03O.OO02O.OO023O,O047O,O085-O.O196O,O098o.eo2sO,O038O.OOi8O.OO08O.OOOIO,O120e.O176O,O192O,O193O,O191O.O136O,0324O,026]O,0211O,O189O.0375O.0284U.O128O.O127O.OI32  518

  568
  483

   931,3111,369

  456

  330
  272
  194

  186

  170

  184
  176

  364
  458

  480
  489

 417
  368
  363
  114
  112

  166

 409

 353
 286

 271
  1243,122

   l2

  11

   8
   7
  12

  ll
   4

   4

   5

   7

   5

   6

  13

  12

  I3

O.894O.875O.859O.736O.735O.730O.901O.880O,598e.989O.989O.988O.989e,989O.988O.894O.882O.865O.876O,830O.823O.938O.933O.918O.963O,964O.96]O,951O,939O,372O.248O,390O.353O.324O.302O,288e.481O,540O.497O.798O.743O.826O,258O.302O.2729.39.49.37.39.89,S6,27.15,15,85,65.86.15.96.07,57.57,48.98,98.77.26,96.65,77.16,34.75,49.84.84.54.44,34,44,73.84.04.24,33,64.04.84.84.72.5382.5772,5542.7062,7752.7772,3792.3942.5052.0832.0762,e912,I052,e992,1072.48I2,4502,4172.5712.5812,6752.3202,2212,3662,1972.l922.2242,2922,2822,2782,3832.3782,3392.3122r3972.3682.1662.1802.25g2,2242,0762,1872.4082.4052.398
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RGB 色空間を用 い た色彩テ クス チ ャ の カ ラ
ーイメ

ージ と視覚的特徴 の 関係

性 を評価 で きる と考えられ る。P δ （i，j）が小 さ い 値で

すべ て等 しい とき，たとえば多数の わずかずつ 異なる

色彩が等しい 数で存在す るときは，ASM は最 も小 さ

くな る が ，少数の 大きな値か ら成 っ て い る場合 ，
た と

えば単一色 の 場合は P δ （らノ）が 1 つ だ け とな 軌 大

きな値と なるの で ，ASM は大 きくな る．したが っ て ，

こ れは
一
様性や均

一
性 を評価する と考え られ る．No，

ll〜No，15の 色彩 テ ク ス チ ャ は
一

様性や均
一

性が高

い と判断 され，単
…

色 か ら な る テ クス チ ャ で あ る、

No．1，　 No．2，　 No．7 お よび No．10 は，
一

様性 や均
一

性が低 い 色彩テ ク ス チ ャ と判断さ れ る の で
， 明 る さ が

少 しずつ 異なる色が数多く含まれる と推察される．

　CON に つ い て は，　 No．　U 〜No．15で は R，　 G，　 B 成

分 い ずれの場合も他に比べ て極め て小さい 値を示す．

CON は 行列 の 差分 モ ーメ ン トで あ り，画像 中 に存在

す る コ ン トラ ス トあ る い は，局所的変化 の 量を測定す

る もの である．そ こ で ，こ の値が大 きく濃淡が違 っ て

い る 画素が 多い ほ どコ ン トラ ス トが大 きい と考え られ

る．した が っ て
，
Ne ．11〜No．15 は 色彩 テ ク ス チ ャ の

コ ン トラ ス トや局所的変化が小 さい と考えられる．

　COR で は
，
　 No。4

，
　 No．5，　 No，8 お よ び No．9 の R，

G ， 8 成 分 は い ずれ にお い て も値が大きく，
No．11，

No．12，　 No．ユ3お よ び No．15 は値が小 さ い ．　 COR は

2 つ の画素 の グ レ イ レ ベ ル 値が比例 して い る こ と に な

Il　，テ ク ス チ ャ の 線状性を抽出 で きるもの で ある．線

状性が高 くな る と，こ れ に よ り図柄 と背景 の 地 の 関係

が 明確 に な る． した が っ て，No，4，　 No．5，　 No，8 お

よ び No．9は線状性が 高い の で ，図柄 と地の 区別が明

確 に 判断 で きる色彩テ ク ス チ ャ と考えられ る．図柄の

な い No，11，　 No．12，
　 No．13お よび No．15は線状 性

はほ とんどない と考えられる．しか しなが ら，図柄の

ない No．14の COR が 比較的大 きい こ とは，同 じ無地

で も白色の 糸の場合に は有彩色の糸に 比 べ て ，糸の線

状効果が視覚的に知覚で きる こ とを示唆 して い る ．

　 ENT で は ，　 No．1
，
　 No．2 お よ び No．7 の R

，
　 G，　 B

成分 の 値が大 きく，No．11〜No．15 の 値が ノ」・ さ い ．

ENT の定義 は P δ （1，ノ）の 値 が均等に割 り振られ て い

る ほ ど値の大き くな る 量 で あ り，で た らめ さの 尺度 で

ある と同時に平均の 情報量を表す．No，1，　 No，2 およ

び No，7 は ，色彩テ ク ス チ ャ の情報量 が 多い と判 断 さ

れる の で
，

一様徃や均…性が低 い と考 えられ る．No．

11〜No、15につ い て は，試料が 無地で ある こ とか ら

もわか る ように色彩テ ク ス チ ャ の 情報量が少ない と考

えられ る，

　D で は，No．1
，
　 No，2 お よ び No．7の R

，
　 G

，
　 B 成

分 の 値が大 きく， No，4，　 No，5お よびNo，14につ い

では値が小 さい ．フ ラクタル解析は，複雑で 不規則な

形態を解析する の に有用で ある こ とが広 く知 られ て お

り，フ ラク タ ル次元 D が大 きい ほ ど複雑牲，不規則

性が大 きい と考えられ る．こ の こ と か ら No，1，　 Ne．　2

お よび No，7 は複雑 で あ り，No，4，　 No．5 お よび No．

14は複雑性が低 く単純で ある と考え られる，

　（2） カ ラ
ーイ メ ージ に 対す る官能評価

　官能評価 の 結果を各評価項目 ご とに集計 し，得られ

た得点 を全体で 攤 っ て 平均値 を算出 し，Tabie　3 に示

した．

　「鮮や か」 と評価 して い る試料は，No．2 と No．11

が最 も高 く，次 い で No．　IOが高い ．逆に No．3 お よ

び N （】．15 は 「くすん だ」 と評価 されて い る，「派手」

に つ い て は，No．11が最 も高 く，No 、15や No．12 な

どは 「地味」と評価 され て い る．「目立 つ 」は．No．　11

と No．2 が高 く，No，12 や No．15 な どは 「目立た な

い 」 と 評価 さ れ て い る ，「動的」で は ，No．4，　 No．5

お よび No．10 が高 く，No．14や No．15な どは 「静 的」

と評価 さ れ て い る ．「は っ きりした」は，No．5 と No．

4が 高 く，No．3 や No，10 などは 「ぼ ん や りし た」と

評価 さ れ て い る．「澄ん だ」は，No．14が 最 も高 く，

No．3 な ど は 「くすん だ」 と評価 さ れ て い る ，「柔か

い 」は ， No．8や No．7が高 く ， 1　o．15は 「硬 い 」と

評価 され て い る．「強 い 」 は No，11と No．15が 最 も

高 く，No．3 や No．7 は 「弱い 」 と評価 され て い る．

「暖か い 」は，No．11が最も高 く，No．12は最 も 「寒

い 」 と評価 され て い る ，「軽い 」 は，No．14が最も高

く，No．15 は 最 も 「重 い 」と評価 さ れ て い る．「明る

い 」 は ，No．10が最 も高 く，！　o．15 は最 も 「暗 い 」

と評価され て い る，

　〔3） 因子分祈

　 因子分析を適用 し，主観的評価 で ある官能量 と客観

的評価 で あ る視覚的特徴量 （画像情報量）との 関係を

検討 した．

　 因子分析に用 い た各評価項 目は，主観的評価 として

「鮮 や か一
くす ん だ 」 「派手一

地味j 「目立 つ 一
目立 た

な い 」「動 的
一

静的」 「は っ きりした一ぼ ん や りした 」

「澄 んだ
一

濁 っ た」「柔 かい
一

硬 い 」「強 い
一弱い 」「暖

か い 一寒 い 」「軽 い 一重 い 」「明る い
一geH　Vi」 の ll項

目で ある ，客観的評価で ある RGB 表色系の視覚的特

徴量 と して ，AVE ，　 VAR ，　 ASM ，　 CON ，　 COR ，　 ENT

お よび D の 7項 目である．官能量 U 項 目 ， 視覚的特
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徴量 7項目の計 18項 目を観測変数に，15種類 の 色彩

テ ク ス チ ャ を観測回数に と り，因子分析を試 み た．共

通性の 反復推定なしの 主 因子分解に よ り固有値 1。〔｝以

上 で 5 因子が抽出 され た，Table　4 に は，バ リマ ッ ク

ス法を用い て 回転させ後 の 西 子負荷量が掲載される と

共に，各因子の固有値，寄与率お よび累積寄与率が示

され て い る ，表中に は
， 各因子ご とに因子負荷量の絶

対値が 0．6 以上 の もの を実線で 囲 っ て 示 され て い る．

　 因子の 解釈は因子負荷量 に よっ て行われるもの で ，

因子負荷量の 絶対値が大きい 項目を各因子ご とにひ ろ っ

て みる と，第 1因子 で は ，視覚的特徴量 と して VAR

（R，G，　 B ）と COR （R，　 G，　 B ）で，官能量 として動

的感が対応 して い る ．こ れ らの結果 か ら，第 1因子 で

は変化や動 きに 関する因子で ある と考 えら れ る．こ の

こ と か ら ， VAR や COR は変化 や動 き と密接な関係

に あ り，VAR や COR の 値が大 きい もの ほ ど，すな

わ ち分散 して い て線状性が 大きく摸様柄 が 明確な色彩

テクス チ ャ ほ ど変化や動きがあると感 じさせ ると考え

られ る．

　第 2 因子で は，D （R ，　 G ，　 B），　 ENT （R ，　 G ，　 B），

ASM （R ，　 G ，　 B）お よび CON （R，　 G，　 B）で あ る ，

こ れ らの 結果か ら，第 2 困子で は形態的特徴に 関する

因子 で あ る と考えられ る，こ の こ と か ら，複雑 で
， 局

所的変化 が あ tl　，ラ ン ダ ム で 情報量が 大 きい 色彩テ ク

ス チ ャ ほ ど，一様性や均一性が低 い と考えられる．

　第 3 因子で は AVE （R，　 G，　 B），ソ フ ト感 軽さ感，

強さ感お よび明るさ感で あ る ．こ れ らの 結果か ら，第

3 因子 で は 明度 に関す る 色彩感情の 因子で あ る と考え

られ る．こ の こ とか ら ，
AVE の 値が大 きい ほ ど，す

なわ ち明 る い 色彩テ ク ス チ ャ ほ ど ソ フ トで 軽 く，弱 い

感 じがす る と考えられ る ．

　第 4 因子で は，派手さ感 ，冒立 ち感，温か さ感，鮮

や か さ感で あ る 、こ の結果か ら，第 4 因子で は彩度や

色相に 関する色彩感情の 因子で ある と考えられ る が ，

画像情報量との対応関係は見出さ れ なか っ た．

　第 5 因子 は ，明瞭感 と透明感で ある が
， 前者 は ce　1

因子 とも関係 し ， 後者は第 3因子 の 明度 に関す る色彩

感情 とも関係す る，

　因子分析に より，動 き に関する形態感情や 明度に起

因する 色彩感情は視覚的特徴量 との関係が明確に さ れ

た が，彩度や 色相に起困する 色彩感情と視覚的特徴量

との閨係を明確にする こ とは で きなか っ た ．こ の こ と

は ，RGB 色空間で 算出さ れ た視覚的特徴量で は，色

彩テ ク ス チ ャ の カ ラーイ メ ージと視覚的特徴の 関係 を

22 ｛384）
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RGB 色空間を用 い た色彩 テ ク ス チ ャ の カ ラ
ー

イメ
ー

ジと視覚的特徴の 関係

Table　4．　 Factor　loadings　after　Varimax　rotation

Measurement

　　 item
Factor　1Factor 　2Factor 　3Factor 　4Factor 　5

VAR （R）

VAR （G）
VAR （B）

COR  

COR ｛G）

COR （B）

Dynamic

D  

D （G）
D （B）

ENT  

ENT （G）

E渓T ｛B）

ASM 〔R｝

ASM （G｝

ASM （B）

CQN  

CON （G）
CON （B）

AVE  

AVE 〔G）

AVE （B｝

SoitLigh
．
tStrongBrightGaudyStrikingWarmVlvidDistinctTransparent

0．9770

，9890

．969

一e，141
− D．087
− 0．103

一〇．033
− G．058
− O．028

5　　

1　　　　　　　　　　　　　　」
0．78iQ

．816

　0．014
− 0，002

0．5090

．449

0．758 O．021 0．514

0．716 一
〇．041 O．072

一〇，356 o，go圭 O．工73
一〇．3工6 0．942 一

〇．036
一 ．341 o．913　 i  ．150

0，409 O．711 0．447

0．39 O．866 0，237

0，345 0．623 O．212
一〇、524 一〇．677 一〇，172
一〇，561 一G．656 0．152
一〇．562 一D．61工 0．168

0．313 0．616 0，253

0．248 0．621 0．ユ06

O，127 O．611 0．0 6

 ．ユ64 O，262 0．7
．
75

0．193 0．009 O．949

　O，079

　0，｝26
− 0，089
− O．066
− O．069

　0，147

　0．356
− O．158
− 0．087

　0，ユ04

　0．183

　 0．033
− Q．197

　 0．148

　0．850

　0．869

　 0．837
− 0．766

　0．673

一
〇．009

　0．041

　0．132

　0，005

　0，068
− 0．156

　0．529

　0，玉18

　0，094
− 0．020
− 0，113
− 0，022

　 0，470
− O．120
− O．050
− O，075
− 0．261

　0．201

　  ．113

　0．331

　0．006
− O，399
− 0．  36

　 0．347

　 0．331

　0，609

一
 ．138

　0，107

　0．ユ 7
− 0，306
− 0，292

　0．24ユ
ー0．G38

　G，上52
− 0．415

　0，077
− O．033

　0．226
− 0．009

　0．098
− O．054
−−0．011
− G．Ol4

一〇，044
− O．027
− 0．099
− O．033
− 0，工02
− 0．359

　 0．360

　 0．444

　0．355
− 0．468

　 0．ll2
− 0．591

一
〇，018

− 0，159

　 0，254

　 0、054
− 0，165

　0．414
− O，064

一
〇144

− 0，036

一
〇、331

　0540

と

L

O．923

  ．8630

．836

 ．72902120182

　O．093

　e．164
− 0．102

　0．2020

，887

 ，643

Eigenv田ue

Co凪 r董buロon （％）

Cumulative

　contribution （％）

7，7524

，2324

．23

6．4Q19

，99

44．22

6．3819

．94

64．16

4．9315

．40

79，56

3．059
．53

89．09

分析す る こ とが，不十分であ る こ とを示唆 し て い る ．

今後は，人の視知覚と深 く関係する と考え ら れ る 明度，

彩度お よ び色相に関係する色 空間を利用 して
， 色彩テ

ク ス チ ャ の カ ラ
ーイ メージ と視覚的特徴の 関係 を解析

する必要がある．

4．結　　論

15種類の色彩テ ク ス チ ャ に つ い て，「鮮や か」，「派
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手」， 「目立 つ 」， 「動的j， 「は っ きりした 」， 「澄 ん だ」，

f柔らか い 」，f強い 」，「温 か い 」，「軽 い 」，「明る い 」

の 1ユ項 目の カ ラ
ー

イ メ
ー

ジ に対す る対語得点率と画

像解析か ら算出 し た視覚的特徴量に つ い て検討 し，因

子分析に よ り明らか となっ た結果を以下に まとめた．

　 1）　画像解析 の 結果，No．1 と No．2 の チ ェ ッ ク柄

や No，7 の花柄は情報量，複雑性が大 きく，
一
様性が

小さ い ，No．4 や No，5 の 白黒の 図柄模様は ，線状性

が高い の で ， 図柄 と地 の 区別が明確で複雑性は小 さい ．

No．6 の 小 さな花柄模様は，局所的変化が大 きい ．1　o．

8 の 細 か い 花柄模様は ，情報量が 多く一様性は 小 さ い ．

No，1工〜No．15 の単…色無地模様は，一様性が大 きく

局所的変化が極め て 小 さい ．また線状性 ，惰報 量や 複

雑性は小 さい が rNo ．14 の 白色布で は，線状性 は比

較的高 くな る．

　2＞ 視覚的特徴量 と官能量 に つ い て ，因子分析を行 っ

た結果 ，第 1 因子は動的因子，第 2 因子は形態的特徴

量 に 関す る因子，第 3 因子は明度に起因する色彩感情

因子，第 4 因子は彩度や色相に起因する色彩感情因子 ，

第 5 因子は透明感に 関する 因子である こ とが わ か っ た ．

第 4 困子と第 5 因チで は，官能量 と視覚的特徴量と の

対応関係が抽出され なか っ た．

　3）　 第 1 因子よ tl　，分散 して い て線状性が大 きい 色

彩テ ク ス チ ャ ほ ど動 きがあ り，図柄 も明確に感 じさせ

る，第 2因子か らは，複雑で ，局所的変化があ り，ラ

ン ダム で情報量が大 きい 色彩 テ ク ス チ ャ ほ ど，…様性

や 均
一
性が抵い こ とが わ か っ た，第 3因子 よ り，明る

い 色彩テ クス チ ャ ほ どソ フ トで弱 く，軽 さを感 じさせ

る．
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